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32現在の裾野市の風景



編
全
二
巻
の
う
ち
、
あ
と
一
巻
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

本
書
は
、
資
料
編
で
紹
介
い
た
し
ま
し
た
資
料
や
そ
の
後
発
見
さ
れ
た
新
資
料
な
ど
を
も
と
に
、
考
古
か
ら
近
現
代

ま
で
、
本
市
の
歴
史
が
よ
り
具
体
的
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
工
夫
を
一
｝
ら
し
て
お
り
、
ま
た
地
名
・
人
名
等
に
は
ふ
り

が
な
を
ふ
り
、
写
真
・
図
表
も
多
く
用
い
て
、
読
み
や
す
く
叙
述
し
ま
し
た
。
「
通
史
編
Ｉ
」
は
通
史
編
の
最
初
の
発

発
刊
の
こ
と
ば

昭
和
六
十
三
年
度
本
格
的
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
郷

土
裾
野
の
歴
史
に
関
連
し
た
資
料
の
収
集
、
調
査
に
努
め
、
そ
の
成
果
を

様
々
な
刊
行
物
と
し
て
送
り
だ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
全
七
巻
に
わ
た
る
資

料
編
に
続
き
、
こ
こ
に
「
通
史
編
Ｉ
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

『
裾
野
市
史
』
は
、
資
料
編
「
深
良
用
水
」
「
考
古
」
「
近
現
代
Ｉ
」
「
古

代
・
中
世
」
「
民
俗
」
「
近
世
」
「
近
現
代
Ⅱ
」
の
刊
行
を
順
次
終
え
、
通
史

裾
野
市
長
大
橋
俊
二

1



刊
に
あ
た
り
ま
す
。
裾
野
の
歴
史
が
本
書
に
よ
り
、
皆
様
の
身
近
な
も
の
と
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
過
去
の
歴
史
か
ら
、
裾
野
市
の
将
来
へ
の
手
が
か
り
を
学
び
と
り
、
そ
の
成
果
を
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
く
事
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
と
い
う
長
期
間
に
わ
た
る
大
き
な
事
業
が
こ
の
よ
う
に
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
の
も
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
し
だ
い
で
あ
り
、
編
集
に
あ
た
ら
れ
た
各
委
員

並
び
に
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
十
二
年
三
月

２



一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
九
月
に
始
ま
っ
た
『
裾
野
市
史
』
編
さ
ん
事
業
も
、
本
年
度
（
一
九
九
九
年
度
）
で
も
っ

て
十
二
年
有
余
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
資
料
編
と
し
て
、
第
一
巻
「
考
古
」
、
第
二
巻
「
古
代
・
中
世
」
、
第
三

巻
「
近
世
」
、
第
四
巻
「
深
良
用
水
」
、
第
五
・
六
巻
「
近
現
代
Ｉ
．
Ⅱ
」
、
お
よ
び
第
七
巻
「
民
俗
」
の
七
冊
を
、
ほ

ぼ
当
初
の
計
画
通
り
刊
行
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
「
通
史
編
Ｉ
」
を
上
梓
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
い
て
、
「
通
史
編
Ⅱ
」
を
刊
行
し
て
編
さ
ん
事
業
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

私
ど
も
は
、
当
初
、
「
通
史
編
」
を
、
原
始
・
古
代
か
ら
中
世
・
近
世
ま
で
と
、
近
・
現
代
と
の
上
下
二
冊
に
分
け

て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
地
域
に
お
け
る
歴
史
を
機
械
的
に
時
代
を
追
っ
て
叙

述
す
る
だ
け
で
は
、
地
域
の
特
色
を
描
き
だ
す
こ
と
は
無
理
で
は
な
い
か
と
考
え
、
「
通
史
編
Ｉ
」
（
第
八
巻
）
で
は
、
原

始
か
ら
近
・
現
代
に
至
る
ま
で
全
時
代
を
一
言
に
し
て
概
観
で
き
る
よ
う
に
、
文
字
通
り
通
史
と
し
て
刊
行
し
、
「
通

史
編
Ⅱ
」
（
第
九
巻
）
で
は
、
地
域
の
歴
史
を
受
け
継
い
だ
人
々
や
そ
の
生
活
、
ま
た
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
村
落
に
つ
い

「
通
史
編
Ｉ
」
刊
行
に
あ
た
っ
て

裾
野
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
代
表
有
光
友
學

３



歴
史
を
編
む
と
い
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
史
・
資
料
の
裏
付
け
の
も
と
に
今
日
に
至
る
歴
史
を
過
去
に
遡
っ

て
明
ら
か
に
し
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
発
展
の
糧
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
私
ど
も
は
、
編
さ
ん
事
業
を
始
め

る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
方
針
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
確
か
な
事
実
に
裏
付
け
ら
れ
た
客
観
的
、

学
問
的
に
信
頼
の
お
け
る
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
働
き
生
活
し
て
い
た
民
衆
の
生
き
ざ
ま
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
に
は
、
裾
野
市
域
の
歴
史
の
特
色
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
日
本
全
体
の
歴
史
の
な
か
に
位
置
付
け
る
。
以
上
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
市

民
や
読
者
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
や
す
い
も
の
に
し
よ
う
と
心
が
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
お
読
み
い
た
だ
く
市
民
や
読
者
の
皆
様
の
評
価
に
ゆ
だ
ね
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
が
、
私
ど
も
専
門
委
員
・
調
査

委
員
お
よ
び
編
さ
ん
室
の
職
員
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
や
役
割
に
し
た
が
っ
て
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
だ
つ
も
り

で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
本
書
を
通
じ
て
地
域
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
ろ
よ
く
数
多
く
の
史
・
資
料
や
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
様
や
関

係
各
位
、
そ
し
て
、
財
政
事
情
の
厳
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
支
え
て
い
た
だ
い
た
行
政
当

て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
時
代
を
追
っ
て
、
あ
る
い
は
横
断
的
に
書
き
表
わ
し
、
そ
の
多
様
性
と
深
み
を
浮
き
彫
り
に
し
よ

う
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
刊
行
す
る
「
通
史
編
Ｉ
」
は
、
そ
う
し
た
わ
け
で
、
こ
の
裾
野
市
域
に
お
い
て

初
め
て
人
間
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
た
時
代
か
ら
、
変
貌
の
激
し
い
現
代
に
至
る
ま
で
の
長
い
道
程
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
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局
に
対
し
て
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

二
○
○
○
（
平
成
十
二
）
年
三
月
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例凡

一
本
文
の
記
述
は
、
原
則
的
』

ゞ
｝
の
原
則
に
よ
ら
な
か
っ
た
。

一
人
名
・
地
名
難
読
あ
る
岬

一
本
文
中
の
人
名
の
敬
称
は
、

一
年
号
は
西
暦
を
用
い
、
和
匡

一
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
十
一

一
本
巻
で
使
用
し
た
史
・
資
州

人
名
・
地
名
難
読
あ
る
い
は

原
則
的
に

本
巻
は
、

叙
述
し
た
。

誤
読
の
恐
れ
の
あ
る
語
句
は
、
各
章
の
初
出
に
で
き
る
限
り
ふ
り
が
な
を
付
し
た
。

本
文
巾
の
人
名
の
敬
称
は
、
す
べ
て
省
略
し
た
。

年
号
は
西
暦
を
用
い
、
和
暦
を
（
）
で
示
し
た
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
十
二
月
二
日
以
前
は
陰
暦
を
用
い
、
そ
れ
以
降
は
陽
暦
を
使
用
し
た
。

本
巻
で
使
用
し
た
史
・
資
料
が
『
裾
野
市
史
」
資
料
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
、
（
『
市
史
』
三
－
四
五
四

号
）
の
よ
う
に
表
記
し
た
。
『
静
岡
県
史
』
の
通
史
編
の
場
合
は
、
（
『
県
史
』
通
４
‐
八
七
六
頁
）
の
よ
う
に
巻
数
の
あ
と
に
頁
数

を
記
し
、
同
資
料
編
の
場
合
は
、
（
『
県
史
』
資
７
‐
五
三
号
）
の
よ
う
に
巻
数
の
あ
と
に
資
料
番
号
を
示
し
た
。
た
だ
し
同
近
現

代
の
資
料
編
・
通
史
編
の
場
合
は
、
と
も
に
巻
数
の
あ
と
に
頁
数
を
記
し
た
。

凡

「
裾
野
市
史
』
「
通
史
編
Ｉ
」
と
し
て
、
旧
石
器
時
代
か
ら
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
の
市
制
施
行
ま
で
を
対
象
に

例

常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
た
。
た
だ
し
、
専
門
的
な
用
語
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
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例
一
引
用
史
・
資
料
は
、
本
文
中
で
の
引
用
は
「
」
を
付
し
、
長
文
の
場
合
は
本
文
か
ら
二
字
下
げ
で
示
し
た
。
引
用
は
で
き
る

凡
だ
け
原
本
の
体
裁
に
従
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
ま
た
、
文
中
に
は
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。

一
本
文
の
叙
述
に
は
多
く
の
研
究
成
果
を
援
用
し
た
が
、
本
書
の
性
質
上
、
典
拠
を
省
略
し
た
場
合
が
多
い
。
な
お
、
と
く
に
必

要
が
あ
っ
て
示
す
場
合
は
、
本
文
中
に
「
」
で
記
し
た
。

一
写
真
・
図
表
は
、
編
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
写
真
１
１
．
図
表
２
‐
ｌ
の
よ
う
に
一
連
番
号
を
付
し
、
巻
末
に
掲
載
写
真
一
覧
、

一
索
引
は
巻
末
に
付
し
た
。

一
執
筆
分
担
は
、
巻
末
に
示
し
た
。

一
本
害
に
は
、
プ
ラ
イ
蕊
ハ
シ
ー
に
か
か
わ
る
表
現
や
現
在
か
ら
み
る
と
差
別
的
な
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
も
と

よ
り
、
こ
う
し
た
不
当
な
差
別
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
根
絶
の
立
場
か
ら
そ
の
史
実
を
認
識
す
る
意
味
で
そ
の

ま
ま
掲
載
し
た
。

掲
載
図
表
一
覧
を
示
し
た
。
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通史編I 総目次

第
一
編
原
始

口
絵

発
刊
の
一
）
と
ば

「
通
史
編
Ｉ
」
刊
行
に
あ
た
っ
て

通
史
編
Ｉ

口
絵
一

扉
絵
一

第
一
章

凡

第
一
節

裾
野
の
あ
け
ぼ
の

覧覧 総
目
次
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景
観
の
復
原
・
…

通
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目
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●
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二
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通史編I 総目次

第
二
編
中
世

第
一
章
鎌
倉
幕
府
と
大
森
・
葛
山
氏

第
二
章
古
代
の
駿
河

第
一
節
源
頼
朝
の
挙
兵
と
富
士
の
巻
狩

第
一
節
ス
ル
ガ
国
造
と
ス
ル
ガ
国
…
…
…
…
・
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：

国
造
制
の
成
立
と
采
女
の
貢
進
／
巨
大
古
墳
の
築
造
／
稚
贄
屯
倉
と
部
民
の
設
定

第
二
節
国
郡
制
の
成
立
と
調
庸
の
貢
進
…
．
：
…
：
…
：
…
…
・
…
…
・
…
…
・
…
．

国
郡
制
の
成
立
と
駿
河
郡
／
駿
河
郡
の
郷
里
／
調
庸
の
負
担
／
堅
魚
製
品
の
貢
進

第
三
節
富
士
山
の
噴
火
と
荘
園
の
設
置
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
：

阿
気
大
神
／
富
士
山
の
噴
火
と
信
仰
／
大
沼
鮎
沢
御
厨
と
大
岡
荘
の
成
立

第
四
節
古
代
東
海
道
の
交
通
…
…
…
：
．
…
・
…
…
…
…
：
…
：
…
・
…
…
…
…
：

東
海
道
の
成
立
と
駅
制
／
駅
の
設
置
と
駅
路
の
変
遷
／
横
走
の
駅
と
足
柄
峠

第
二
節
旧
石
器
・
縄
文
・
弥
生
時
代
の
裾
野
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
：
…

裾
野
に
初
め
て
人
が
住
み
始
め
た
頃
／
裾
野
の
縄
文
時
代
の
特
徴
／
弥
生
時
代
の
裾
野

町
■
■
町

■
■
●

：
：
。
：
。
。
一
つ
五

：
・
・
・
・
・
・
。
三
七

。
：
・
・
・
・
一
つ
三

一
つ
五

Ｌ
ヨ

プ
区

〈
五 菫

言

一ﾋゴ
五
七
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通史編I 総目次

第
二
章
内
乱
の
時
代
と
大
森
・
葛
山
氏

第
四
節
葛
山
氏
と
室
町
幕
府

第
三
節
大
森
氏
と
鎌
倉
府
・
…
・
…
：
…
…
…
…
：
…
：
…
：
：
：
…
…
…
：
…
：
…
：
…
…
：
…
：
：

関
東
公
方
奉
公
衆
大
森
氏
／
上
杉
禅
秀
の
乱
と
箱
根
別
当
証
実
／
永
享
の
乱
と
箱
根
別
当
実
雄
／
大
森
氏

の
小
田
原
入
城

第
一
節
竹
之
下
・
佐
野
山
合
戦
と
南
北
朝
内
乱
…
：
。
…
…
…
…
．
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
／
竹
之
下
・
佐
野
山
合
戦
と
軍
忠
状
／
分
郡
守
護
石
塔
義
房
／
内
乱
と
葛
山
術
中
守

第
二
節
佐
野
郷
に
み
る
東
と
西
…
．
：
…
…
…
・
…
…
：
…
・
…
…
：
…
…
…
：
：
…
．
：
…
：
…
：
：

室
町
幕
府
と
鎌
倉
府
／
佐
野
郷
の
寄
進
／
大
高
氏
と
鎌
倉
府
／
佐
野
郷
遵
行
と
今
川
氏
／
国
境
地
帯
と
し

て
の
駿
河
郡

源
頼
朝
の
挙
兵
／
富
士
の
巻
狩
／
曾
我
兄
弟
の
仇
討
ち

第
二
節
足
柄
路
を
往
来
す
る
人
々
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：

交
通
路
の
発
展
／
幕
府
の
官
道
と
し
て
の
足
柄
路
／
処
刑
の
場
と
し
て
の
足
柄
路
／
文
人
・
僧
侶
の
往
来

第
三
節
鎌
倉
時
代
の
大
森
氏
と
葛
山
氏
…
…
…
…
…
：
…
：
：
：
…
・
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
：

大
森
氏
と
葛
山
氏
の
出
自
／
幕
府
御
家
人
と
し
て
の
大
森
氏
と
葛
山
氏
／
得
宗
被
官
と
し
て
の
大
森
氏
と

葛
山
氏

■
Ｂ
Ｇ
■
●
■
■
●
●
■
。
■
■

①
●
■
●

、
・
・
、
。
一
五
三

：
：
一
三
五

’
四
四

一
三
五

一
一
二
、

’
’
二
〆

一
二
一
、

’
’
一
〈

三三
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通史編I 総目次

第
四
章
道
を
め
ぐ
る
様
々
の
動
き

第
三
章
戦
国
の
動
乱
と
葛
山
氏

第
三
節
葛
山
氏
の
支
配
領
域
：
…
…
…
・
…
…
…
…
：
。
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
．

葛
山
城
と
周
辺
城
吐
遺
跡
／
葛
山
居
館
肚
と
堀
之
内
／
葛
山
氏
の
支
配
領
域
／
広
基
と
は
何
者
か

第
四
節
葛
山
氏
の
領
域
支
配
：
．
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
・
…
：
。
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
：

家
臣
と
領
地
支
配
／
検
地
と
貫
高
制
／
様
々
な
村
落
／
漁
村
と
山
村

第
五
節
葛
山
氏
の
滅
亡
と
戦
国
の
終
焉
…
…
・
…
：
…
…
：
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
：
…
…
…

今
川
氏
の
滅
亡
／
北
条
氏
と
武
田
氏
の
抗
争
／
葛
山
氏
の
滅
亡
／
葛
山
信
貞
・
御
宿
友
綱
／
家
康
・
秀
吉

の
登
場
ｌ
戦
国
の
終
焉
Ｉ

第
一
節
戦
国
大
名
の
登
場
と
抗
争
…
…
…
・
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
：
…
…

北
条
早
雲
の
登
場
／
戦
国
の
幕
開
け
と
駿
河
郡
／
北
条
・
今
川
氏
の
同
盟
関
係
／
今
川
義
元
の
登
場
と
葛

山
氏
／
河
東
一
乱
／
駿
甲
相
三
国
同
盟

第
二
節
葛
山
氏
の
系
譜
と
動
静
…
…
…
…
…
…
…
．
：
。
…
…
：
…
…
・
…
…
：
…
…
…
・
…
：
…
・
…
．

葛
山
氏
広
と
氏
尭
／
葛
山
氏
元
の
出
自
と
家
族
／
河
東
一
乱
と
葛
山
氏
／
長
久
保
城
の
戦
い
／
駿
府
に
お

室
町
幕
府
将
軍
奉
公
衆
葛
山
氏
／
葛
山
氏
の
佐
野
郷
安
堵
／
葛
山
駿
河
守
と
駿
河
東
部
情
勢

け
る
葛
山
氏

■
●
■
■
固
■
■
●
■
■
■

二
三
九

三
三三

｜
二
つ

プ＜
ナ世

二
（
九

一
九
八

ノ、
I雪
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通史編I 総目次

第
五
章
中
世
の
宗
教
・
文
化
の
様
相

第
四
節
神
社
と
民
衆
の
信
仰
：
：
：
…
．
：
…
…
…
…
…
：

駿
河
郡
域
お
よ
び
市
域
に
お
け
る
神
社
／
民
衆
の
信
仰
と
伝
承

第
一
節
仏
教
信
仰
の
浸
透
：
…
…
・
…
…
：
…
：
…
…
．
．
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
：
…
・
…

駿
河
郡
域
に
お
け
る
諸
宗
派
の
教
勢
／
市
域
に
お
け
る
教
勢

第
二
節
宗
教
者
来
訪
の
伝
承
と
事
跡
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
：
…
．
：

空
海
来
訪
の
伝
承
／
日
蓮
の
来
訪
と
霊
場
の
成
立
／
一
通
・
遊
行
上
人
の
来
訪
と
佐
野
蓮
光
寺
／
仙
年
寺

開
山
光
間
に
つ
い
て

第
三
節
禅
宗
寺
院
の
動
向
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
：
：
。
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…

定
輔
寺
・
普
明
寺
の
開
創
／
僧
侶
の
対
立
／
信
濃
の
「
揚
天
宗
播
」
と
そ
の
後
の
定
輔
寺
／
普
明
寺
側
侶

の
進
退

第
一
節
関
・
渡
・
宿
の
展
開
：
：
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
．

道
路
と
交
通
／
円
覚
寺
と
関
所
／
渡
と
律
宗
、
交
通
と
勧
進
／
黄
瀬
川
宿
と
人
の
往
来

第
二
節
交
通
の
発
展
と
伝
馬
制
…
・
…
。
：
…
…
：
：
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
・
…

戦
国
期
の
交
通
路
／
葛
山
氏
の
交
通
政
策
／
今
川
氏
伝
馬
制
の
成
立
／
神
山
宿
問
屋
武
藤
氏
／
茱
萸
沢
宿

問
屋
芹
沢
氏
／
武
田
氏
の
伝
馬
制

■
■
。
■
●

■
■
●
■

・
・
・
二
一
五

一
二
〈
〈

二
八
〈

一
一
」
、
一

一
一
一
／
’

一
一
一
、
一

一
一
二
一
’

茜
アユ＜

一
七
七

1Q
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通史編I 総目次

第
三
編
近
世

第
二
章
村
落
支
配
の
展
開

第
一
章
江
戸
時
代
の
幕
開
け

第
一
節
近
世
初
期
の
領
主
た
ち
…
…
．
．
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：

豊
臣
系
大
名
中
村
氏
の
支
配
／
慶
長
・
元
和
期
の
大
名
と
代
官
／
駿
府
徳
川
藩
の
支
配
／
沼
津
代
官
の
支

配
／
支
配
文
書
の
盤
備
／
稲
葉
氏
小
田
原
藩
の
支
配

第
二
節
近
世
村
の
成
立
・
…
：
：
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
．

中
村
氏
の
太
閤
検
地
／
横
田
村
詮
の
村
落
支
配
／
慶
長
九
年
．
十
四
年
検
地
／
小
田
原
藩
の
慶
安
元
年
検

地
と
延
宝
五
年
検
地
／
正
保
郷
帳
と
村
高
／
深
艮
用
水
の
完
成
と
寛
文
・
延
宝
検
地

第
三
節
深
良
用
水
の
開
削
…
・
…
：
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
：
・
・
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…

第
五
節
富
士
実
景
歌
と
宗
祇
：
…
…
…
：
：

詠
み
込
ま
れ
た
富
士
の
歌
／
連
歌
師
宗
祇
の
葬
送

深
良
用
水
の
名
称
／
一
七
世
紀
の
新
田
開
発
／
発
企
人
と
元
締
衆
／
箱
根
神
社
へ
の
立
願
／
開
発
手
形
の

提
出
／
燧
道
の
開
削
／
燧
道
の
竣
工
と
新
川
の
普
請
／
用
水
堰
の
整
備
／
元
締
衆
の
資
金
回
収
／
用
水
権

の
幕
府
接
収

■
■
■

■
■
■
●
■
由
。
■
■
■
●
固
■
■
■
。
早
■
●
■
■
④

■
Ｇ
■
■

：
。
：
。
・
・
・
：
：
二
九
七

三
ゼ
セ

＝

酉
一
二
一
一
、

ｌ
ｌ
ｐ
ｐ
Ｂ

ｌ
｜
｜
｜
｜
〆

二二

ブーL4
プし

二
九
九

二
九
四
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通史編I 総目次

第
三
章
村
の
機
能

第
一
節
村
と
は
何
か
…
：
．
…
…
…
…
…
．
：
…
．
：
…
…
…
：

村
の
開
発
／
組
と
新
田
／
村
役
人
／
名
主
と
寄
合

第
二
節
村
の
運
営
…
…
・
…
：
…
：
…
…
…
…
・
…
．
：
…
・
…
．

村
の
公
文
書
／
村
入
用
／
村
法

第
三
節
村
の
事
件
：
…
．
．
…
…
…
…
・
…
…
：
：
：
…
・
…
：
…

近
世
前
期
の
村
方
騒
動
／
近
世
中
後
期
の
村
方
騒
動
／
名
主
の
入
札

第
四
節
深
良
用
水
の
維
持
・
管
理
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
：

第
一
節
近
世
中
・
後
期
の
領
主
た
ち
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
：

元
禄
地
方
直
し
と
裾
野
／
旗
本
領
の
支
配
／
藩
領
の
支
配
／
幕
領
支
配
（
野
村
代
官
以
後
）

第
二
節
村
々
の
諸
負
担
…
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
：
…
・
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…

近
世
の
年
貢
／
さ
ま
ざ
ま
な
役
負
担

第
三
節
災
害
と
村
々
…
：
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：

元
禄
大
地
震
／
宝
永
元
年
の
大
雨
被
害
／
宝
永
四
年
の
冨
士
山
噴
火
／
天
明
の
飢
餓
／
竹
の
実
と
飢
餓
／

不
思
議
な
痢
病
流
行
／
天
保
の
飢
鰹
／
嘉
永
七
年
（
Ｉ
安
政
元
年
）
の
大
地
震
／
安
政
三
年
の
台
風
被
害
／

野
生
動
物
と
村
々
／
災
害
に
備
え
る

●
。
■

■
■
①

●
①
Ｇ
■
■
ａ
ｑ
ｇ

：
・
・
・
：
。
◇
四
〈
五

：

：

：

：
●

四
三三

フュミ

：

：

三三
一ヒゴ
ーヒゴ

四
九
一
〈

四
迄
四

四
一
〈
一

四
一
〈
一

四
一
五
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通史編I 総目次

第
四
章
産
業
と
流
通

第
五
章
村
人
の
生
活

第
一
節
村
に
住
む
人
々
…
…
…
：
…
…
…
…

村
の
身
分
／
村
と
内
外
／
村
に
来
た
人
／
村
の
職
人

第
二
節
村
の
金
融
と
互
助
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…

土
地
の
売
買
や
質
入
／
さ
ま
ざ
ま
な
無
尽
／
領
主
の
誰
・
村
人
の
講
／
報
徳
仕
法
の
導
入

第
三
節
交
通
と
流
通
・
…
…
：
…
…
：
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
．

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
路
／
助
郷
と
負
担
／
朝
鮮
通
信
使
・
琉
球
慶
賀
使
の
通
行
／
箱
根
関
所
と
裾
野
の
村
々

／
分
一
番
所
と
そ
の
機
能
／
甲
州
往
還
の
口
銭
訴
訟

第
四
節
入
会
争
論
：
…
…
…
：
…
…
…
・
…
・
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．

大
野
原
の
利
川
／
そ
の
他
の
山
野
に
お
け
る
村
境
争
論
・
入
会
争
論

第
一
節
諸
産
業
の
発
達
と
愛
膳
牧
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
．
、

品
種
の
多
様
化
／
村
明
細
帳
に
み
え
る
産
物
／
炭
焼
き
↓
木
地
挽
き
・
塗
師
／
小
竹
の
売
買
／
酒
造
／
愛

鷹
牧

小
長
谷
勘
左
衛
門
の
改
革
／
国
役
普
請
と
自
普
請
／
宝
永
の
水
論
／
安
永
の
水
諭
／
水
諭
の
裁
許
と
制
度

改
革

色
■
■

■
●
■

甲
■
Ｂ
●
町
■
■
●
■
■
●
Ｄ
Ｂ
■

三
一
九

五
一
九

五
三
四

五
七
三

五

冒巨

五
一
〈
二

垂
四
二
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通史編I 総目次

第
六
章
村
の
文
化
と
信
仰

第
三
節
村
の
信
仰
・
…
：
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
・
…
：
…
・
…
：
…
：
。
…
…
：

宗
門
改
と
檀
家
制
度
／
御
宿
村
の
寺
檀
関
係
／
茶
畑
村
願
生
寺
／
村
の
ア
ジ
ー
ル
ノ
茶
畑
村
の
神
社
／
氏

神
と
村
／
深
良
村
の
吉
田
神
社
の
勧
請
／
村
を
訪
れ
る
宗
教
者
ｌ
唯
念
／
信
仰
の
旅
／
太
々
講
の
伊
勢
参

り
／
太
々
神
楽
献
立

第
四
節
冨
士
山
を
め
ぐ
る
信
仰
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
：
…
…
…
…

第
一
節
村
の
教
育
．
．
…
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
．
：

裾
野
市
域
の
筆
子
塚
／
富
沢
村
渡
辺
家
の
「
童
児
教
訓
書
」
／
開
発
名
主
の
手
習
い
師
匠
／
漂
泊
の
師
匠

柳
澤
文
溪
／
柳
澤
文
溪
の
教
育
／
村
の
行
政
相
談
／
文
溪
と
村
方
復
興
策

第
二
節
村
の
文
化
…
：
…
・
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
。
：
．
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
：
：

宗
祇
翁
三
百
遠
忌
と
裾
野
／
裾
野
の
俳
人
た
ち
の
宗
祇
三
百
年
遠
忌
／
俳
譜
か
ら
国
学
へ
／
辞
世
と
村
の

第
二
節
村
の
生
活
と
村
人
…
…
…
…
…

若
者
と
若
者
組
／
村
の
子
供
／
村
の
女
性

第
三
節
儀
礼
か
ら
み
た
家
と
村
…
…
…

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
家
族
儀
礼
／
村
々
の
行
事

須
山
口
の
始
ま
り
／
御
師
と
い
う
職
分
／
須
山
口
登
山
道
／
近
世
の
須
山
村
／
庚
申
縁
年
と
導
者
／
寛
政

文
化

④
④
■
寺

や
●

■
。
■

言
員
コ

フ
フ
区

一
〈
四
一
二

一
〈
一
一
一
一
一

五
八
一
（

〈
一
九

〈
一
九

く
つ
一
（
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通史編I 総目次

第
四
編
近
現

第
一
章
近
代
化
と
地
域
社
会
の
再
編
成

第
七
章
幕
末
期
の
村
々

第
四
節
戊
辰
戦
争
と
村
の
対
応
・
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
：
：

「
世
直
し
」
の
到
来
／
幕
府
の
崩
壊
と
戊
辰
戦
争
の
発
生
／
小
田
原
藩
の
農
兵
取
り
立
て
／
官
軍
の
東
征

と
村
々
の
対
応
／
深
良
陣
屋
の
明
治
維
新

第
一
節
村
の
変
質
と
村
方
騒
動
…
：
…
…
：
：
…
・
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
：
．
…
…
・
…
：
…
・
…

豪
農
と
小
前
／
村
々
の
窮
乏
／
村
方
騒
動
の
続
発

第
二
節
黒
船
の
来
航
と
そ
の
影
響
・
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
．
．
…

異
国
船
来
航
と
負
担
の
増
大
／
大
地
震
の
発
生
／
「
こ
ろ
り
」
の
流
行
と
不
安
の
増
大

第
三
節
長
州
征
討
と
松
井
庄
左
衛
門
：
…
：
…
・
…
…
：
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：
．
…

大
坂
へ
立
つ
／
大
坂
で
の
生
活
／
松
井
庄
左
術
門
の
仕
事
／
駿
州
深
良
陣
屋
と
の
連
絡
／
江
戸
・
駿
河
へ

の
帰
還

の
御
縁
年
／
万
延
元
年
（
Ⅱ
安
政
七
年
）
の
御
縁
年
／
冨
士
峯
修
行
と
裾
野
／
須
山
口
の
終
末
と
再
生

代

巳
■
■
Ｇ
●
●
■
■
■
■
■
●
■
●
■
■
■
い
む
■
■

■
Ｂ
■
■
Ｂ
■
。
■
■

●

：
．
・
・
・
、
七
一
九

七
一
五

造
一
石

七
二

七
つ
四

アェ＜

ナし

一
〈
九
一
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通史編I 総目次

第
二
章
帝
国
日
本
と
地
域
村
落

第
六
節
村
と
戦
争

西
南
戦
争
／
徴
兵
忌
避

第
四
節
近
代
の
窓
と
し
て
の
教
育
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・

湯
山
半
七
郎
と
小
学
校
教
育
の
推
進
／
小
学
校
校
舎
の
設
立
と
統
合
／
教
導
職
の
説
教
と
夜
学
の
設
置

第
五
節
裾
野
の
自
由
民
権
運
動
・
…
…
…
：
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：

豪
農
の
潮
流
／
湯
山
半
七
郎
／
新
し
い
世
代
／
世
代
、
諸
潮
流
の
混
在
／
愛
郷
社
の
設
立
／
愛
郷
社
と
地

方
民
会
／
岳
南
自
由
党
の
発
足
／
尚
義
会
の
結
成
準
備
／
貧
民
党
騒
擾
／
柳
雄
の
建
白
書
／
そ
の
後
の
民

第
一
節
暮
ら
し
の
風
景
・
…
：
…
…
．
．
…
：
：
…
・
…
…
：
…
…
…
…
．
：
．
…
：
…
：
…
：
：
．
…
…
…
…
…
…
…
：
三
九

暮
ら
し
の
な
か
の
明
治
／
佐
野
の
滝
と
五
龍
館
／
富
士
山
須
山
口

第
二
節
行
政
区
画
の
変
遷
と
村
…
：
…
：
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
・
…
：
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
菫
三

裾
野
市
域
の
村
々
／
戸
籍
区
か
ら
大
区
小
区
制
へ
／
静
岡
県
第
一
大
区
三
小
区
／
「
区
内
会
議
」
幟
想
／

地
方
三
新
法
と
町
村
会
／
官
選
戸
長
管
轄
区
域

第
三
節
地
租
改
正
と
村
の
生
業
：
…
・
…
：
…
・
…
…
…
…
…
：
。
…
…
：
…
：
．
…
・
…
…
：
…
…
・
…
…
・
…
：
…
茜
四

地
租
改
正
と
は
／
裾
野
市
域
の
地
租
改
正
／
官
民
有
区
別
と
裾
野
の
入
会
林
野
／
村
の
生
業
／
さ
ま
ざ
ま

権
派

な
職
人
と
職
業

■
●
。

■
■
■
■
。
●
■
■
■
Ｂ
■

■
■
■
■
■
●
■

ゴ
、
一

丑
ノ
’

七
一
］
七

-ビ

プミ
七
五
四
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通史編I 総目次

第
三
章
裾
野
の
一
九
二
○
年
代
（
一
九
一
四
～
一
九
三
○
）

第
一
節
暮
ら
し
の
風
景
：
。
…
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
．
：

制
度
と
し
て
の
暮
ら
し
／
暮
ら
し
に
見
る
伝
統
と
近
代
の
相
克
／
明
治
の
終
焉
ｌ
天
皇
制
と
民
衆

第
二
節
明
治
町
村
制
下
の
村
・
…
…
・
…
…
：
…
：
…
・
…
：
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
：
：
．
：

第
二
節
叩

第
四
節
教
育
の
確
立
と
拡
充
…
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
．
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
。
：

村
立
小
学
校
の
成
立
／
教
育
勅
語
と
御
真
影
／
教
育
活
動
と
教
育
内
容
の
拡
充
／
獄
南
小
学
校
を
め
ぐ
る

紛
争
（
一
）
／
夜
学
と
実
業
補
習
学
校
／
青
年
会
の
組
織
化
と
図
書
館
の
設
置

第
五
節
村
と
戦
争
ｌ
日
清
・
日
露
戦
争
…
…
…
…
…
・
…
：
：
：
…
…
：
…
…
：
…
・
…
…
・
…
：
：

日
清
戦
争
／
歩
兵
第
三
四
連
隊
／
大
野
原
演
習
場
／
日
露
戦
争
／
在
郷
軍
人
会
／
軍
事
郵
便
／
戦
病
死
者

第
三
節
明
治
後
半
期
の
村
々
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…

愛
鷹
山
の
民
有
払
下
げ
連
動
／
裾
野
と
い
う
〃
地
域
″
／
須
山
村
／
富
岡
村
／
小
泉
村
／
泉
村
／
深
良
村

／
経
済
環
境
の
整
備
／
鉄
道
の
開
通
／
逆
川
事
件
／
農
会
の
設
立
／
明
治
末
の
村
々
／
地
方
改
良
運
動
／

「
町
村
制

消

第
一
節
暮
ら
し
の
風
景
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
：
．
…
…
…
：
…
…
・
…
…
：
…

伝
染
病
と
衛
生
／
貧
困
と
移
民
／
鉄
道
・
国
勢
調
査
・
時
間
／
関
東
大
震
災
と
裾
野

農
村
の
小
工
場 の

公
布
／
明
治
町
村
大
合
併
／
深
良
村
・
泉
村
の
誕
生
／
須
山
村
富
岡
村
組
合
村
と
そ
の
解

●
①

●
申
■
凸
も
●
■
■
■
■：

。
・
・
・
・
・
・
・
：
八
二
三

七
八
七

七
〈
一

八
二
三

△
二二

七
九
三

八
三
五
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総目次通史編I

第
四
章
十
五
年
戦
争
と
裾
野
の
人
々
ｌ
村
と
戦
争
Ｉ

第
二
節
地
域
経
済
圏
の
形
成
と
地
主
制
、
米
騒
動
…
…
…
・
…
…
：
…
…
：
…
…
・
…
・
…
・
…

大
正
期
の
五
か
村
／
須
山
村
／
富
岡
村
・
深
良
村
／
泉
村
／
小
泉
村
の
人
口
動
向
／
小
泉
村
の
発
展
／
地

域
経
済
圏
の
形
成
／
地
主
制
の
展
開
／
米
騒
動
と
五
か
村

第
三
節
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
の
教
育
…
・
…
…
・
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
：

新
教
育
と
公
民
教
育
／
嶽
南
小
学
校
を
め
ぐ
る
紛
争
（
二
）
／
公
民
学
校
と
青
年
訓
練
所
／
青
少
年
団
活
動

第
四
節
岡
本
利
吉
と
農
村
青
年
共
働
学
校
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
．
…
…

岡
本
利
吉
と
農
本
主
義
／
葛
山
の
農
村
青
年
共
働
学
校
／
農
村
青
年
の
思
想

第
五
節
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
状
況
下
の
地
域
政
治
…
…
…
：
．
…
…
…
．
：
…
…
：
．
…
・
…

富
岡
村
の
村
内
対
抗
／
「
南
部
」
大
字
の
分
離
独
立
請
願
／
泉
村
の
部
落
有
林
野
統
一
事
業
／
泉
村
「
騒

擾
」
事
件
／
和
解
と
部
落
有
林
野
統
一
政
策
の
ゆ
く
え
／
大
正
期
の
行
財
政
／
民
力
酒
養

第
六
節
村
と
戦
争
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
：
．
…
…
：
：

演
習
場
と
人
々
の
暮
ら
し
／
第
一
次
世
界
大
戦
／
村
の
兵
士
と
在
郷
軍
人

第
一
節
暮
ら
し
の
風
景
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
：
．
…
…
：
…
…
．
：
…

昭
和
恐
慌
下
の
暮
ら
し
／
経
済
更
正
と
生
活
改
善
／
出
征
の
風
景
／
銃
後
の
暮
ら
し
／
物
価
上
昇
と
物
資

統
制
／
〃
愛
国
美
談
″
と
い
う
神
話
／
戦
争
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
／
国
民
精
神
総
動
員
の
た
め
の
生
活
改
善
／

と
村
民
教
化

●
■
■

〈
四
三

〈
三
四

八
七
七

、
言
ヱ

ク
グ
ー
〆
一
ユ

、
Ｌ
も

ノ
ブ
プ

、
Ｌ
Ｌ

ノ
プ
プ

八
九
三
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通史編I 総目次

第
五
章
「
占
領
」
か
ら
高
度
経
済
成
長
へ

第
一
節
暮
ら
し
の
風
景
：
．
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
究
五

占
領
下
の
暮
ら
し
／
混
乱
の
な
か
の
自
由
／
健
康
保
険
と
伝
染
病
の
減
少
／
Ｔ
Ｖ
・
電
気
洗
濯
機
・
電
気

冷
蔵
庫
／
工
場
誘
致
と
新
住
民
／
交
通
戦
争
と
公
害

第
二
節
占
領
と
民
主
化
の
な
か
の
地
域
政
治
・
…
・
…
…
…
：
．
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
己
Ｓ

敗
戦
の
風
景
／
「
占
領
」
の
開
始
／
戦
後
処
理
と
戦
後
村
政
の
課
題
／
そ
れ
ぞ
れ
の
「
民
主
化
」
へ
／
憲

第
二
節
昭
和
恐
慌
か
ら
戦
時
経
済
へ
．
…
：
：
…
：
…
…
・
・
…
…
…
…
：
…
：
…
：
…
…
・
…
：
…
・

昭
和
恐
慌
の
発
生
／
村
々
の
恐
慌
／
須
山
村
と
小
泉
村
、
一
九
○
四
年
／
須
山
村
と
小
泉
村
、
一
九
一
五

年
／
昭
和
恐
慌
期
の
須
山
村
、
小
泉
村
、
泉
村
／
遅
れ
る
対
応
／
救
農
議
会
／
納
税
組
合
／
景
気
回
復
／

小
作
争
議
／
自
作
農
創
設
維
持
事
業
／
地
域
経
済
の
戦
時
編
成

第
三
節
「
皇
国
民
」
教
育
へ
の
道
…
…
…
：
：
…
…
：
…
：
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
…
・
…
…
：

恐
慌
下
の
教
育
／
戦
時
体
制
下
の
学
校
教
育
／
教
師
の
教
化
と
錬
成
／
戦
時
体
制
下
の
勤
労
奉
仕
作
業
／

綴
り
方
教
育
の
浸
透
／
青
年
団
の
活
動
と
青
年
学
校
／
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と
少
年
兵

第
四
節
地
域
に
と
っ
て
の
翼
賛
体
制
：
：
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…

大
衆
の
時
代
の
幕
開
け
／
「
皇
国
ノ
興
廃
コ
ノ
ー
票
一
一
ア
リ
」
／
区
・
最
寄
・
組
／
日
中
全
面
戦
争
／
地

域
に
と
っ
て
の
翼
賛
体
制
／
翼
賛
壮
年
団
と
戦
時
生
活
／
戦
時
中
の
最
寄
の
す
が
た
／
敗
戦

「
戦
時
生
活
様
式
」
と
は
何
か
／
お
び
た
だ
し
い
死
者
た
ち

．
：
。
。
：
・
・
・
：
・
・
・
。
。
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
：
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
。
九
九
三

九
七
二

九
四
九

ナ1』
＝

＝
／、
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通史編I 総目次

あ
と
が
き

裾
野
市
史
関
係
者
一
覧
…
：
…
…
・
…

法
・
地
方
自
治
・
政
党
／
「
部
落
会
」
廃
止
と
最
寄
の
す
が
た
／
占
領
か
ら
講
話
へ
／
裾
野
町
の
成
立

第
三
節
経
済
の
再
建
と
地
域
の
変
貌
…
…
：
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
：
．
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
・
…
：
…
三
三

敗
戦
前
後
の
農
業
・
農
村
／
供
出
と
配
給
／
農
地
改
革
の
開
始
／
裾
野
市
域
の
農
地
改
革
／
農
業
協
同
組

合
の
発
足
ノ
エ
場
誘
致
ノ
ト
ョ
タ
が
町
に
や
っ
て
く
る
／
地
域
の
変
貌

第
四
節
戦
後
教
育
の
出
発
と
変
容
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
．
：
…
…
…
・
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
己
三

民
主
教
育
の
発
足
／
高
度
経
済
成
長
と
学
校
／
戦
後
の
社
会
教
育
／
学
生
会
と
青
年
団
の
活
動
／
青
年
学

級
の
開
設
／
保
育
所
と
町
立
図
書
館
の
開
設

第
五
節
町
村
合
併
と
地
域
政
治
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
・
…
：
…
…
：
：
．
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
三
三

町
村
合
併
政
策
の
始
動
／
「
裾
野
」
を
め
ぐ
る
か
け
ひ
き
／
「
開
発
」
と
農
村
合
併
／
「
夢
の
か
け
は
し
」

／
合
併
を
め
ぐ
る
緊
張
関
係
／
北
・
御
殿
場
か
南
・
裾
野
か
／
裾
野
市
域
の
形
成
／
農
村
開
発
政
治
の
地

域
基
盤
／
工
場
誘
致
と
「
自
治
」
の
再
編
／
高
度
成
長
と
最
寄
の
す
が
た

第
六
節
基
地
問
題
の
ゆ
く
え
’
村
と
戦
争
：
…
：
．
…
・
…
：
…
…
：
…
：
…
…
・
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
：
…
ご
天

束
の
間
の
解
放
／
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
ラ
イ
ン
／
「
未
曾
有
の
受
難
期
に
際
会
」
す
る
／
ア
メ
リ
カ
軍
へ
の

協
力
と
い
う
選
択
／
米
軍
演
習
場
自
治
協
力
団
か
ら
補
償
運
動
へ
／
占
領
終
結
と
演
習
場
／
演
習
場
を
め

ぐ
る
諸
運
動
の
展
開
／
ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
自
衛
隊
へ
／
東
富
士
演
習
場
地
域
農
民
再
建
連
盟
／
使
用
協
定

と
三
首
長
協
議
会
構
想
／
基
地
問
題
の
ゆ
く
え

裾
野
市
史
編
さ
ん
室
長
杉
山
幸
彦
…
二
旨

ロ
：
：
：
：
。
。
：
。
：
：
：
。
：
・
・
：
：
：
。
：
・
・
：
：
。
：
ワ
・
・
・
・
：
：
。
。
一
一
ロ
ー
〈
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通史編I 総目次

掲
載
図
表
一
覧
…
…
…
…
…
…
：
…

掲
載
写
真
・
所
蔵
者
一
覧
…
…
・
…
．

口
絵
写
真
・
所
蔵
者
一
覧
：
．
…
・
…
．

干
支
順
位
表
、
方
位
・
時
刻
表
…
：

年
号
一
覧
…
…
…
…
：
…
…
…

索
引
・
…
…
…
…
…
・
…
…

■
自
由
。 む

ゅ
■
●
■
●
申
●
●
Ｄ
Ｆ
ｂ

■
●
。
●
●
●

■
Ｇ
●

●
■
●
。
■
①
①
●
●
■
●
■
■
■

■
■
■
●
●
●
缶

●
①
④
■

：
：
。
：
：
一
一
一
七

：
・
・
・
：
・
・
一
三
一
造

：
・
・
・
：
：
一
二
一
九

：
：
。
：
。
、
一
二
一
一
口

：
・
・
・
：
・
・
一
二
一
一
四

：
。
・
・
・
：
。
一
一
四
四
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口絵目次・扉絵目次

一
テ
エ

ー
ー
ハ

一一＝一一
四三 一○九八七六五四三二 口

絵
一
覧

葛
山
城
牡
景
観

御
的
日
記

深
良
用
水
燧
道
入
口

深
良
用
水
燧
道
出
口
（
穴
口
）

佐
野
上
ヶ
見
遺
跡
出
土
墨
書
土
器

葛
山
居
館
吐
出
土
陶
磁
（
一
二
～
一
五
世
紀
）

願
性
（
葛
山
景
倫
）
座
像

天
平
九
年
駿
河
国
正
税
帳

裾
野
市
域
全
景

愛
鷹
尾
上
牧
捕
馬
用
烙
印

深
良
用
水
開
削
時
使
用
の
鑿
と
行
灯
（
伝
）

江
戸
土
産
「
江
戸
名
所
図
会
」

慶
長
四
年
御
宿
村
検
地
帳
（
太
閤
検
地
帳
）

一
一
の
裏
表
紙
部
分

一
一
の
裏
表
紙
部

愛
鷹
尾
上
牧
陣
笠

再
昌
草
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口絵目次・扉絵目次

＝二 二二 ＝＝ ‐-－ －－ ‐－－ 一 一一－ ・-－ ‐-－ 。 一 一一

＝_~ 一一~ ~一－‐ .~一 . ~ －~ －~ －~ －~ －~

一○九八七五五四三二
二

○ 九八七

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
十
一
段
目
（
香
蝶
楼
国
貞
）

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
十
二
段
目
（
香
蝶
楼
国
貞
）

須
山
口
到
絶
頂
之
図
（
弘
化
二
年
「
冨
岳
嶌
眞
」
）

須
山
村
童
子
請
銭
於
参
詣
之
人
図
（
弘
化
二
年
「
冨
岳
嶌
眞
」
）

十
里
木
村
人
汲
水
載
頂
之
図
（
弘
化
二
年
「
冨
岳
爲
眞
」
）

「
佐
野
名
勝
絵
は
が
き
」

「
ア
メ
リ
カ
」
か
ら
の
絵
は
が
き
（
一
九
○
○
年
代
前
半
）

佐
野
の
入
サ
製
糸
所
（
一
九
二
三
年
）

第
一
回
国
勢
調
査
員
（
一
九
二
○
年
）

関
東
大
震
災
で
損
壊
し
た
中
湯
山
家
の
倉
（
一
九
二
三
年
）

御
宿
女
子
青
年
団
（
一
九
四
一
年
三
月
一
日
）

二
本
松
浅
間
神
社
祭
禮
（
一
九
三
五
年
）

人
力
ソ
リ
で
の
薪
の
運
搬

選
挙
の
心
得
を
諭
し
た
「
選
挙
と
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
（
一
九
六
六
年
）

自
衛
隊
総
合
火
力
演
習
（
一
九
九
九
年
）

現
在
の
裾
野
市
の
風
景

口
絵
写
真
二

三
・
八
・
二
～
一
二
撮
影
堤
勝
雄
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口絵目次・扉絵目次

四三二一

扉
絵
一
覧

村
の
あ
る
風
景

暮
ら
し
の
あ
る
風
景

裾
野
の
あ
け
ぼ
の

ﾉl

と
郷

扉
絵
作
者
裾
野
市
立
鈴
木
図
書
館
名
誉
館
長
鈴
木
芳
子

ワワ
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